
 

会  議  録 

会 議 の 名 称 令和４年度第１回守谷市地域自立支援協議会 

開 催 日 時 
令和４年５月２７日（金） 
開会：１５時４０分   閉会：１６時０５分 

開 催 場 所 守谷市役所 大会議室 

所管課 健幸福祉部 社会福祉課 

出 
席 
者 

委  員 
城賀本会長、新田委員、細田委員、稲田委員、清水委員、安孫子委員、

小野寺委員、染谷委員 、酒井委員、樋口委員、石福委員 
                          計１１名 

事 務 局 羽田課長、千葉主任     計 ２名 

 
審  議  経  過 

１ 開 会 
   
２ 議 題 
（１）ボランティアニーズの把握について（協議事項） 

守谷市障がい者福祉計画（第３期）に基づき、ボランティアニーズの把握を

実施することについて説明があった。 
委員から次のような意見や質問があった。 

【意見】 
ボランティアの高齢化というのは仕方ないとして、それに対して市はどのよ

うな対策を考えているのか。このままというわけにはいかないと思うし、ボラ

ンティア協会に任せるというわけにもいかない。 
  【説明・回答】 

人口の高齢化は全体的な課題と考えている。６０代で勤めている方もいると

いうところで、仕事とのバランスも考えていく必要性があると思う。 
ボランティアは、活動するための時間を取らなくてはならないというイメー

ジが強いと思っている。そうではなく、基本的に時間が取れる時にできる範囲

の活動をすることと認識をしていただき、その認識が広まった中で、どういう

活動がボランティアなんだということを広めていければと考えている。 
この認識を広めていくには、５０代くらいの世代が参入していくような仕組

みが、必要と思っている。 
ただし、それを市だけで行っていくのは難しい。ボランティアの育成支援と

なってくると、社会福祉協議会の力が必要になってくると思っている。社会福

祉協議会とうまくタイアップしていく方法を考えていかなければならない。 
   
 

報告事項 No.１ 



【意見】 
いろんなボランティアがある。市民活動支援センターに登録されているボラ

ンティアもある。社会福祉協議会のボランティアは福祉ボランティアで、市民

活動支援センターの登録ボランティアとはその辺が少し違う。市民活動支援セ

ンターとも連携を図っていく必要がある。 
【意見】 

市民活動支援センターなら若い人も参加されている。幅広い年齢の組織でや

っていかないとなかなか難しい。 
【意見】 

市民活動支援センターがどういう動きをしているのかも含めて、市民活動支

援センターの活動のプレゼンテーションをしてもらってはどうか。市民活動支

援センターがボランティアを必要としているとはあまり聞いたことがない気

がする。だから潤沢にボランティアがいるのではないかと捉えてしまうことが

ある。 
【意見】 

市民活動支援センターの方に来ていただいて、話を聞かせていただくのもい

いと思う。 
【意見】 

個人でボランティア登録するのは難しいのではないか。 
  【意見】 

個人でボランティア登録はしていない。団体などで登録、活動している。 
【意見】 

そうなると高校生がボランティア登録できない。やりたいと思っても、自分

が大学生になって成人していないと、保護者の同意がなければボランティアが

できない。そこのハードルはどうなるのか。幅広くやっているというが、ボラ

ンティアをしたいという高校生たちは、参加の機会がつむがれているのか。 
この前市役所で行われた献血で守谷高校の生徒が一生懸命やっていたが、あ

れは団体としての活動として行っていたようだが、個人で登録に行くとなかな

かできるボランティアはない。 
【説明・回答】 

市民活動支援センターと調整して、具体的な説明をしてもらい、市民活動支

援センターにおけるボランティア活動について認識できるような形を取りた

いと思う。 
【意見】 

このアンケートが届いた時に、答える人に向けてどういう工夫があったら回

答しやすいのか考慮してはどうか。３障がい（身体・知的・精神）あるので、

アンケートがより多く回収できるような工夫が必要だと思った。障がい別に用

意するとかなかなか難しいことだと思う。 
だいたい市でこういった調査を行ったアンケートなど、発送の半分くらい返

ってくればいいかと思うが。 



【説明】 
前回の時で半数を少し超えたくらいだった。なるべく回答は多くいただきた

いので、委員の言うとおり、身体・知的・精神のいわゆる３障がいで、具体的

な課題は違ってくると思う。答えやすい工夫について、様々な方の意見を聞き

取りするなどしながら、アンケートの設計を考えていきたい。またこの会議で

ご意見をいただくことを考えている。 
【意見】 

実際にアンケートに答える人に意見を聞いてみるのもいいのではないか。 
  【説明】 

委員の所属する事業所の利用者から、アンケートについて問い合わせがある

かもしれないので、その際はご協力をお願いしたい。 
【意見】 

守谷市障がい福祉サービス事業所連絡協議会でも協力できることは協力し

ていきたいと思う。定例会などで市から説明してもらえると、我々の分野から

の回収率は非常に上がるのではないだろうか。回収率が高ければ、それだけい

いものができるだろうから、協力できることは協力させていただきたい。 
 

３ 閉 会 
 

 


